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道
内
の
自
治
体
病
院
に
勤
務
す
る
医
師
の
四
割
が
、　
一
週
間
の
平
均
労
働
時
間
が
六
十
五
時
間
以
上
に

達
し
、

「
過
労
死
ラ
イ
ン
」
を
超
え
る
長
時
間
労
働
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
、
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会

北
海
道
支
部
の
初
め
て
の
調
査
で
分
か

っ
た
。
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
不
安
や
医
療
ミ
ス
の
懸
念
を
訴
え

る
声
は
強
く
、
関
係
者
は

「
医
師
数
の
確
保
な
ど
、
国
は
早
急
に
対
策
を
」
と
訴
え
て
い
る
。

部輸睫蠍拷筆準暇輩却張一妹赫輸拘的説府陶助睦嫌一唯抑軒秩聴ユ粒脚駿吐斬一を率睦貯の平均労働時間

．卯↑義お知的坤抑印十．上・２‐一

医
療
ミ
ス
誘
因

懸
念
も

時
間
以
上
十
百
時
間
未
満
」

が
‐２

・
７
％
。

「
百
時
間
以

上
」
も
３

・
６
％
に
上
り
、

六
十
五
時
間
以
上
の
合
計
は

３９

・
５
％
だ

っ
た
。

法
定
労
働
時
間
は
週
四
十

時
間
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
超
え
る
時
間
外
労
働

が
月
百
時
間
か
、
二
―
六
カ

月
平
均
で
八
十
時
間
を
超
え

る
と
過
労
死
の
危
険
性
が
高

い
と
さ
れ
、
国
な
ど
が
労
災

を
認
定
す
る
際
の
判
断
基
準

の

一
つ
と
な

っ
て
い
る
。
労

働
時
間
が
週
六
十
五
時
間
以

上
だ
と
時
間
外
労
働
は
月
百

時
間
以
上
に
な
る
計
算
だ
。

夜
間
当
直
を
し
て
い
る
医

師
は
７９

・
５
％
で
、　
一
カ
月

の
平
均
回
数
は
コ

一―
三
回
」

が
２９

・
７
％
、
「
五
回
以
上
」

が
２２

・
０
％
だ

つ
た
。
当
直

勤
務
中
の
仮
眠
は

「
一
十
二

時
間
」

「
ほ
と
ん
ど
寝
ら
れ

な
い
」
が
合
わ
せ
て
３０

．
１

％
に
上
り
、
ほ
と
ん
ど
の
医

師
が
翌
国
も
そ
の
ま
ま
通
常

勤
務
し
て
い
た
。

長
時
間
労
働
の
要
因
を
複

数
回
答
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
患
者
数
、
診
療
内
容
の
増

加
」
を

一
番
に
挙
げ
る
医
師

が
圧
倒
的
に
多
か

っ
た
。
ま

た
、
長
時
間
労
働
の
影
響
（
複

数
回
答
）
で
は
、
三
百
十
六

人
が

「
健
康
の
不
安
」
、
百

九
十
二
人
が

「
医
療
ミ
ス
を

誘
因
」
を

一
番
に
挙
げ
た
。

同
協
議
会
北
海
道
支
部
長

の
小
熊
豊
・
砂
川
市
立
病
院

長
は

「医
師
を
増
や
し
て
労

働
実
態
を
改
善
し
よ
う
と
思

っ
て
も
、
現
状
で
は
余
っ
て

い
る
医
師
が
い
な
い
上
、
病

院
経
営
も
成
り
立
た
な
い
。

国
は
医
師
の
絶
対
数
を
増
や

す
と
と
も
に
、
診
療
報
酬
体

系
を
見
直
す
べ
き
だ
」
と
話

し
て
い
る
。


